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パネルディスカッション

補助循環の最前線
企画:安藤 有子（関西医科大学附属病院）
 

 

補助循環の最前線
安藤 有子1 (1. 関西医科大学附属病院)

キーワード：補助循環

 
クリティカルケア領域において重症心不全、心原性ショック、心臓移植までの心肺補助など補助循環を要する患

者は依然多い。補助循環の適切な管理、ケアによって救命に繋がり、その後の QOLのあり方にも影響を及ぼ

す。補助循環の新たな形態として、2017年9月より本邦において IMPELLAが導入された。本パネルディス

カッションでは、各職種のスペシャリストより、 IMPELLAを含む補助循環に関する最新の知見についてご講演い

ただき、明日からのベッドサイドケアの質を向上させるための示唆を共有することを目的とする。


